
「エコシティたかつ」学校流域プロジェクト　環境学習授業実施報告書

実施日時

実施場所

実施対象

実施内容

１　授業内容

　（１）開会宣言（司会：児童）
　（２）校長先生からの挨拶
　（３）高津区長からの挨拶
　（４）完成したビオトープの説明（小林事務局長）
　（５）メダカの放流・セキショウの移植・肥料となる藁を田圃にまく。
　　　１クラスずつ実施し、役割ごとに各２名、合計６名の代表が行った。
　（６）閉会宣言（司会：児童）
　　　２名の児童に感想を話していただいた。

２　その他作業
　・事前に、田んぼやビオトープの中に投げ込まれている石やゴミなどを取り除き、周辺を清掃した。
　・事前に放流するメダカをカップに取り分けておいた。
　・授業終了後、残りの藁をまき、セキショウを植えた。

生物・植物 池のビオトープは確認できた生きもの、蝶のビオトープは植えた植物等を記入

問題点・気付いた事・その他

　・準備時間が学校の休み時間と重なったため、４年生以外にもビオトープに興味を持ってくれる児童がいた。

　藁（田圃の肥料として）

　2012年1月23日（月）　10：45～11：30

橘小学校ビオトープ

４年生５クラス（約１８０名）

「ビオトープ・はじめの一歩」　生きもの放流と水生植物の移植

　クロメダカ（合計３７匹を放流）、セキショウ



セキショウ植え付け 区長と校長先生も一緒に放流

開会宣言 校長先生の挨拶

高津区区長の挨拶 メダカ放流

藁まき 活動終了後のビオトープ

画像貼付 画像貼付

画像貼付 画像貼付

画像貼付 画像貼付

画像貼付 画像貼付


